
令和４年度 猪苗代町教育委員会 

教育に関する事務の管理及び執行状況の点検・評価の結果に関する報告書（概要） 

 

１ 教育委員会の点検・評価について 

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の改正が行われ、新たに教育委員会の権

限に属する事務の管理及び執行の状況について、毎年点検及び評価を行い、その結果に関

する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならないとされた。

（法第２６条第１項）また、上記の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経

験を有する者の知見の活用を図るものとされている。（同条第２項） 

 

２ 猪苗代町教育委員会の点検・評価について 

（１）点検・評価の対象根拠 

猪苗代町教育委員会基本目標に基づき、令和４年度の重点事項の執行状況を対象と

した。 

（２）令和４年度重点事項 

別紙の通り 

（３）評価の具体的な方法 

①事業名 

②項目 

③達成目標・内容（数値目標） 

④点検・評価（自己評価） 

⑤有識者による意見・評価 

（４）学識経験者の知見の活用 

点検及び評価を行うに当たっては、教育に関する学識経験を有する者の知見の活用

を図ることにより、客観性を確保するためのものであり、猪苗代町教育委員会の教育に

関する事務の点検及び評価の実施に関する要綱に基づき、３名の委員の方々から様々

な意見・指導を得ることができた。 

①  外部評価開催日：令和５年８月２２日 

②  猪苗代町教育委員会外部評価委員 ３名 

 

３ 点検・評価の結果 

  別紙の通り 



Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

３．災害等緊急時の対応や放射線健康リスク管理に関わる危険予知・対処・回避能力の育成

事 業 名 ２．家庭や地域、関係機関との連携による児童生徒の健康増進

Ａ：大きく上回る　Ｂ：やや上回る　　Ｃ：目標達成　　　Ｄ：やや下回る　　　Ｅ：大きく下回る

外部評価 Ａ：期待以上　　　Ｂ：やや上回る　　Ｃ：期待どおり　　Ｄ：やや下回る　　　Ｅ：期待以下　

２．国際化、情報化等（変化）に対応する教育の実践

自己評価

自己評価

自己評価

評価基準
自己評価

外部評価
　教育委員会の指導主事が各校を回って体育の指導をしていることは町独自の取り組みで素晴らしい。早寝早起き、朝
ごはんは重要であり、家庭と連携して行ってほしい。小学校統合により、スクールバスなどになると体育以外での運動
が減ってしまう。

主要項目 ①体力運動能力の増進、各種大会参加補助　②食育の推進　③交通安全教室や放射線教育の実施　ほか

　本町の子どもたちの体力、運動能力の実態調査では、体力合計点５段階評価の下位層の割合は残念ながら減少が見ら
れなかった。小学男子20.0％（Ｒ3 15.0％）、小学女子13.0％（Ｒ3 10.0％）「体力合計点」は小学校、中学校ともに
全国及び県平均を上回っている。朝食の摂取率調査（年2回）の結果、小学校98.9％（Ｒ3 99.4％）中学校92.5％（Ｒ3
99.6％）平均95.7％（Ｒ3 99.5％）であった。各小中学校の緊急時対応マニュアルの取り組みにより、災害時の対応に
ついて学ぶことができた。また、通学路の点検を行うことにより児童生徒に危険箇所の注意喚起を図ることができた。

Ｂ自己評価

外部評価
　学力検査は、子ども達が自分の伸び、喜びを感じられることが大事である。家庭でも協力しながら子ども達がいや
だ、苦手だということで意欲をなくさないよう、学ぶ充実感をもって大人になっていけるよう引き続きの指導をお願い
したい。学年によって違いがあり低いところや弱いところは何故かということで精査してほしい。

重点事項 「健やかな体」をつくる教育活動の実践、支援

１．児童生徒の体力、運動能力の増進

主要項目 ①個人研究、校内研究の推進及び町学力向上推進事業による授業研究会、学力検査の実施と結果の分析・活用　ほか

　コロナ禍のため、授業研究会は町内の教職員に限定し、感染症対策を講じながら開催した。また、要請訪問や合同授
業研究会では、指導助言を通して教職員一人ひとりの授業力向上を図ることができた。町内小中学生の学力は調査結果
によって違いがあるものの概ね全国平均であるといえる。国語科においては、考えの根拠を示したり話合いを通して自
分の考えを広げたり深めたりすることが出来る授業を目指している。算数・数学科においては、基礎的・基本的な数学
的・技能の向上を図るとともに、数学的な見方・考え方を押さえ、児童生徒が解決方法を説明したり、次につながる考
え方や知識を身につけられるようにしたりすることができる授業を目指している。スペリングコンテストや各種検定を
実施することにより、学習の基礎基本の定着を図り、目標をクリアすることで学習意欲を高めたり自信をもったりする
ことにつながった。

Ｃ

重点事項 「確かな学力」を育む授業づくりの実践、支援

１．一人一人に確かな学力をつけさせる授業づくりの実践

事 業 名

３．一人一人の学習意欲を喚起し、やる気を育てる工夫、実践

２．各学年、学級、個人の学力実態把握による授業改善の実践・支援

外部評価
　学校は色んなことをお願いされるが、減ることはない。それぞれの活動において担任の先生が携わることは多く、担
任の先生は大変で教員のなり手不足ということが言われるので、活動についても精査して頂きたい。また、小学校が統
合になっても支援員を減らさないでほしい、図書の有効活用をお願いしたい。

主要項目 ①存在感(特色）のある、学校づくりの実践、②「私たちの誓い６ｹ条」運動の実践　ほか

　町特別支援教育アドバイザーの配置により、特別な支援を必要とする園児児童生徒の支援のあり方について助言を行
うことができ、キレ目のない支援を推進することができた。各校では、ＡＬＴを派遣することで英語学習や外国語活動
において担任をサポートし、より専門的な見地から児童生徒の支援をすることができた。新型コロナウイルス感染症の
影響により、活動内容が制限されたものの、体験したことをもとにキャリア・パスポートを作成し、キャリア教育を推
進できた。「猪苗代町いじめ防止対策基本方針」に基づき、いじめの未然防止の取り組みを行った。いじめの認知件数
は昨年より増加したものの、学校との情報共有や指導助言、スクールカウンセラーの活用により重大ないじめ案件には
至っていない。

Ｂ

外部評価
　学習環境の安全・安心・快適性は重要であり、きめ細かく事業を進めてほしい。統合して良かったと言ってもらえる
よう取り組んで頂きたい。

重点事項 「生きる力」の基礎を培う教育活動の実践、支援

１．児童生徒に夢と希望を与え、生きる力の基礎を培う学校づくりの推進

３．キャリア教育の推進

４．生徒指導の充実

事 業 名

主要項目 ①町教育施設適正配置の推進　②感染症対策等の学校教育活動継続支援

　統合中学校が令和４年４月に開校し、屋内運動場整備工事が令和４年５月に着工した。また、小学校の統廃合につい
ても行政区長を対象に説明会を開催し、小学校２校に統合して、校名を猪苗代第二小学校とすることで提言書のとりま
とめを行った。小学１年生から小学３年生を対象としてタブレット端末の整備を行うとともに空気清浄機26台の整備が
図られた。

重点事項 充実した活力ある学習環境の整備

事 業 名 １．学校施設の長寿命化と適正配置

令和４年度　猪苗代町教育委員会

教育に関する事務の管理及び執行状況の点検・評価の結果に関する報告書【概要】

１　教育総務課
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Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

事 業 名

２．家庭や地域、関係機関との連携による園児の健康増進

事 業 名

評価基準
自己評価 Ａ：大きく上回る　Ｂ：やや上回る　　Ｃ：目標達成　　　Ｄ：やや下回る　　　Ｅ：大きく下回る

外部評価 Ａ：期待以上　　　Ｂ：やや上回る　　Ｃ：期待どおり　　Ｄ：やや下回る　　　Ｅ：期待以下　

自己評価

　行事の運営にあたっては、多数の保護者の協力を得て、運動会や保育発表会などスムーズな運営をすることができ
た。朝夕の保護者との連絡・報告、園だよりの発行、連絡帳の活用等により信頼関係を構築することができた。また、
子育て相談は、家庭事情や障害に関連するケースなど内容が多様化・複雑化しており保健福祉課や関係機関と連携して
対応した。

Ｂ

外部評価
　地域の方々と保護者との良好な関係を築いていることに感謝申し上げる。多様化、複雑化している子育て相談は、一
つ一つ丁寧に対応してほしい。過剰な要求が問題になっている面もあるが、教育委員会に相談するなど適切に対応して
頂きたい。保護者の送迎について、安全運転を周知してほしい。

１．園、学校・家庭・地域社会の連携、協力体制の構築、推進

主要項目 ①こども園ＰＴＡによる各種事業、活動の推進　②広報活動の実践　③子育て支援　ほか

自己評価

　園庭や遊戯室を有効に利用し、日ごろから体を動かす遊びを取り入れて健康で元気な体づくりに努め、運動会ではそ
の成果を十分発揮することができた。また、毎日の園生活を元気に怪我をしないで過ごすために、朝のラジオ体操やリ
ズム体操を実施し、基礎体力の向上を図った。早寝・早起き・朝ごはん運動（園児の朝食摂取率100％）を推奨し、子
どもたちが家庭や園で元気に過ごせるよう、生活リズムを整える重要性を保護者に周知した。避難訓練では、防災ずき
んを活用するなど毎月様々な災害を想定し、それぞれに応じた回避能力を育成するよう努めた。

Ｂ

外部評価
　朝食の摂取率１００％は素晴らしい。避難訓練は大事で小さい子供たちであることから、とっさの時に訓練しておけ
ば身に付いた行動がとれるようになる。園児の体力、運動能力の増進ということでこども園の体育的行事の充実という
ことで運動会等様々な体力増進を今後も継続してほしい。

重点事項 「家庭の教育力」の回復

重点事項 「健やかな体」をつくる教育活動の実践、支援

事 業 名

１．園児の体力、運動能力の増進

３．災害時緊急時の対応や危険予知、対処・回避能力の育成

主要項目 ①体育的行事の充実　②「早寝・早起き・朝ご飯」運動の実践　ほか

主要項目 ①共通テーマに基づく研究の実践、研修参加推進　②幼小の円滑な接続の重視　ほか

自己評価

　少ない研修機会に多くの保育教諭が参加し、講演や他園の研究事例等を学習することにより、研修で得た知識を他の
保育教諭と共有し、教育保育の現場での実践に役立てた。年長組が小学校へスムーズに入学できるように、交流事業、
体験入学や保育教諭と小学校教諭との引き継ぎ面談を行った。特別支援が必要な子どもの就学については、小学校、教
育総務課及び保護者と連携を取り対応した。笑顔で元気に園生活を送ることを目標に、毎朝、リズム体操を実施し、活
発な行動を促した。また、絵画コンクールに出品することで、絵を描く楽しさ、豊かな感性と表現能力を培った。

Ｃ

外部評価
　先生方が研修会で情報交換を行い自己研鑽して、子供達に還元してほしい。小学校との連携ということで、園から小
学校へ行くことで環境が変わり慣れるまで大変であることから、連携をもってスムーズに入学して小学校の生活に馴染
めるよう今後も尽力頂きたい。

外部評価

　特色ある教育保育活動の体験型が増えて良かった。様々な年代の方との交流することで、豊かな人格形成が図られる
ので引き続き実施してほしい。こども園で虐待の兆候を発見するということは、これからもあると思うので、関係各機
関と連携をとってきめ細やかな見守りをしてほしい。

重点事項 「確かな学力」を育む授業づくりの実践、支援（学びの連続性がもてる保育環境作りの実践、支援）

事 業 名
１．一人一人に確かな学びの基礎を培う教育保育の実践

２．一人一人の学びの意欲を喚起し、やる気を育てる工夫、実践

１．園児に夢と希望を与え、生きる力の基礎実現を培う園づくりの推進

主要項目 ①存在感（特色）あるこども園づくりの実践②特別支援教育の推進　ほか

自己評価

　施設周辺の住民や自然に触れ合いながら教育保育を実施した。また、農作物を育て、収穫し、食するという体験を通
して食べ物の大切さを学習し、さらには情操教育の一環として茶道教室を開催して正座や作法、礼儀を学ばせるなど、
特色ある教育保育活動を実施することができた。特別支援が必要な子どもには専属で保育教諭を配置して対応し、障が
い児支援の研修にも積極的に参加してスキルアップを図った。毎年、特別支援を必要とする子どもが増えており、体制
強化を図る必要があるが、支援にあたる保育教諭の確保が困難な状況にある。集団での遊びや当番活動により、友達と
の信頼関係を深めるとともに人との関わり方を育んだ。

Ｃ

２．変化に対応する教育保育の実践

３．指導の充実

自己評価

　ひまわりこども園は開園７年目を迎え、防犯カメラレコーダーや給食室の食器洗浄機等に不具合が発生したが、適
宜、修繕を実施するとともに、備品整備や保育室の畳表替えを行い快適な教育・保育環境の維持に努めた。さくらこど
も園は開園11年目を迎え、給食室の湿温蔵庫や沐浴室のサーモスタット混合水栓等に不具合が生じたが、適時、修繕を
実施するとともに、備品整備や保育環境の維持に努めた。

Ｃ

外部評価 　子供たちが快適に安全・安心に過ごせるよう努めて頂きたい。今後も漏れなく修繕をお願いしたい。

重点事項 「生きる力」の基礎を培う教育活動の実践、支援

重点事項 充実した活力ある学習環境の整備

事 業 名 １．こども園施設整備・修繕、教育保育備品整備事業

主要項目 園児等の快適な教育環境を維持するため、施設の整備・修繕及び教育備品等の整備を行う。

２　こども課
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Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

外部評価
　これからも多くの町民の方が参加したくなる講座を企画してほしい。講座が学ぶきっかけ作り、これからの生涯学習
とはこのようなことである。

重点事項 「豊かさと活気」にあふれ、学び続ける猪苗代の創造

重点事項 「豊かさと活気」にあふれ、学び続ける猪苗代の創造

事 業 名 １．生涯学習の推進

主要項目 ①学習機会と情報提供、相談体制の整備　②世代間交流事業の充実　ほか

自己評価

　新型コロナウイルスにより、中止した講座やイベントもあるが、感染予防対策や実施方法等について関係者で協議
し、可能な限り開催した。放課後子ども教室については、コロナの状況を見据えながら学校や児童クラブなどとも検討
を重ね地域住民のご理解ご協力により、安心・安全な体験を提供するように努めた。

Ｃ

３　生涯学習課

事 業 名 ２．図書歴史情報館（和みいな）利活用の推進

主要項目 ①図書館サービスの充実　②歴史情報室の利活用　ほか

自己評価

　年間の来館者数、貸出冊数ともに前年を上回る実績となり、目標を達成することができた。読み聞かせについては、
新型コロナウイルス感染症の波があり、こども園、児童クラブでは予定どおり実施することが出来なかったが、一部の
児童クラブでは読み聞かせを開催することが出来た。ブックスタート事業、こども園や児童クラブなどへの図書の貸し
出しについては、通常程度行うことができた。また、只見線全線開通応援として開催した写真展等には町内外から多く
の来館者を集客することができた。

Ｂ

外部評価
　来館者、貸出数の増加は評価できる。アイデアある企画展の開催により、猪苗代町を訪れた方が増えたことは嬉しい
ことで、今後も猪苗代に来たくなる魅力ある企画展を開催するよう取り組んで頂きたい。

重点事項 「豊かさと活気」にあふれ、学び続ける猪苗代の創造

事 業 名 ３．文化財の調査・保存・活用事業の推進

主要項目 ①史跡の調査、保存・活用　②民俗資料の調査、収集・活用　③埋蔵文化財の調査　ほか

自己評価

　県指定史跡である猪苗代城跡附鶴峰城跡を国指定史跡とするため、文化庁の指導を受け事業を進めている。猪苗代町
歴史民俗資料館は４月に開館し当初目標３００人を大きく上回る９５６人となった。また、会津藩主松平家墓所石造物
保存事業等文化財の適切な保存に努めた。

Ｃ

外部評価
　文化財保護というところで、国指定史跡を目指すのであれば専門職の人員確保をお願いしたい。歴史民俗資料館は校
長先生方に資料とその活用を説明して、学習利用してもらいたい。

重点事項 「豊かさと活気」にあふれ、学び続ける猪苗代の創造

事 業 名 ４．生涯スポーツの振興

主要項目 ①町民を対象にした各種大会や教室等の充実　②総合型地域スポーツクラブの活用と体力の向上　ほか

自己評価

　各種大会や教室等の充実については、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、町民球技大会、町民運動会は中
止とした。町民球技大会・町民運動会については、開催方法等の検討が必要ではないかとの意見もあることから、見直
しも必要と考えている。総合型地域スポーツクラブの会員登録数は３８１名であり、それぞれの活動を行っているが新
型コロナウイルス感染症による運動不足解消者が増加し、スクールコース参加者は増加した。スポーツ少年団指導者の
育成、各種セミナーや研修会の参加、公共スポーツ施設の整備、健康運動教室の開催等、生涯スポーツの振興に努め
た。ホストタウン事業として駐日ガーナ大使館の協力を得て、猪苗代町体験交流館において交流イベントを開催しまし
た。

Ｃ

外部評価
　猪苗代町を背負っての各種競技での活躍大変誇りに思う。猪苗代町はスポーツ振興の町でもあることから公共スポー
ツ、施設の充実を図ってほしい。また、町外利用者（合宿等）の増加を図ってほしい。時代で変わるものと変えない方
がいいものを精査してほしい。

重点事項 「豊かさと活気」にあふれ、学び続ける猪苗代の創造

事 業 名 ５．文化活動の推進

主要項目 ①町民主体の文化活動の充実　②体験交流館（学びいな）の利活用の推進

自己評価

　新型コロナウイルスの影響により演劇や映画などを劇場で鑑賞する機会が減っているため、「ファミリーシアター」
の開催は有効かつ好評であった。新型コロナウイルスの流行によって体験交流協会などの事業は中止や縮小したものも
あるが、定期的に開催する学びいなの協働清掃等を通して会員が交流し、語り合える機会を設けた。今後も団体の活動
意欲が衰えることがないように見守り、支援しながら生涯学習の振興と啓発に力を入れていきたい。

Ｃ

外部評価
　応募数や来場者数は目標を若干下回っているが、継続することが力になるので、引き続き事業継続お願いしたい。若
い方に猪苗代町の良さ、ここが好きといった色々な切り口により、町に対しての愛着を刺激するような題材のイベント
があっても良いのではないか。野口英世博士と母との絆をずっと繋いでいってほしい。

評価基準
自己評価 Ａ：大きく上回る　Ｂ：やや上回る　　Ｃ：目標達成　　　Ｄ：やや下回る　　　Ｅ：大きく下回る

外部評価 Ａ：期待以上　　　Ｂ：やや上回る　　Ｃ：期待どおり　　Ｄ：やや下回る　　　Ｅ：期待以下　

外部評価
　文化活動もスポーツ活動と同様に大事であり、今後も町民の文化活動支援をお願いしたい。各種クラブが単独で発表
してはどうか、発表の機会と町民への情報発信をお願いしたい。

重点事項 「豊かさと活気」にあふれ、学び続ける猪苗代の創造

事 業 名 ６．地域を担う人材の育成

主要項目 ①絆づくり事業による交流の充実

自己評価

　「母から子への手紙」は、前年度応募者に対するＰＲハガキ送付に加え、問い合わせの対応に配慮したため、概ね目
標どおりの応募総数となった。新型コロナウイルス感染拡大防止のため、懇親会は中止したが、それ以外でのおもてな
しを徹底し、概ねご満足いただいたように感じた。次年度以降も交流活動等を通して、心の育成を図っていきたい。ま
た、「思い出の絵手紙」では、新型コロナウイルスにより生活を制限された子どもたちが、思い出を見つけて描いてく
れたことを嬉しく感じた。今後も関係機関と協力しながら心身の健全育成に努めたい。

Ｂ



 

「健やかな体」をつくる教育活動の実践、支援 

１ 園児、児童生徒に夢と希望を与え、生きる力の基礎を培

う園、学校づくりの推進 

 ①存在感（特色）のある園、学校づくりの実践 

 ②「私たちの誓い６ヶ条」運動の実践 

 ③「生活と学び方」運動の推進 ※立腰教育の推進 

（学習の習慣化と家庭学習の充実） 

 ④「猪苗代わくわくブック」運動の推進（読書の習慣化） 

 ⑤特別支援教育の推進（支援員の配置、研修会の開催等） 

２ 国際化、情報化等（変化）に対応する教育の実践 

 ①少子化に伴う小中学校の適正規模・適正配置等の検討 

 ②ＩＣＴの環境整備と情報教育の推進（タブレット情報端末

の正しい使い方） 

 ③小中学校英語教育の充実、推進（ＡＬＴの活用） 

３ キャリア教育の推進 

 ①正しい職業観、勤労観の育成と職業に対する基本的知識や

技能を身につけさせること 

 ②少子高齢化や経済不況などの社会的変化の中で、正しい自

己理解を基盤とした職業選択能力の基礎の育成 

 ③特別活動、総合学習での職業体験、講演会の実施 

４ 生徒指導の充実 

 ①人間関係調整・対処能力の育成 

 ②いじめ、不登校、体罰の絶無を期すこと 

③善悪の判断、規範意識の醸成 

④スクールカウンセラーの活用等教育相談活動の充実 

１ 一人一人の学力を伸ばす授業づくりの実践 

 ①各園、学校による園内、校内研究の推進 

 ②ＩＣＴ等を活用しての個に応じた指導 

 ③探究的学習・体験学習など、関わり合う学びの重視 

 ④町学力向上推進事業による授業研究会（こ、小、中、高）

の連携による授業研究会など）の実施 

 ⑤町学力向上推進委員会による共通テーマ「ともに学び、資

質・能力の育成」に基づく研究実践、支援 

⑥こ、小、中、高の円滑な接続の重視 

２ 各学年、学級、個人の学力の実態把握による授業改善の

実践、支援 

 ①ＮＲＴ学力検査の実施と結果の分析・活用 

 ②国・県の学力検査結果の分析・活用 

３ 一人一人の学習意欲を喚起し、やる気を育てる工夫、実

践 

 ①中学校英語スペリングコンテストの実施（認定証及び満点

賞の授与） 

 ②野口博士顕彰記念行事、その他の各種コンクールへの参加

奨励 

 ③作文、絵画、研究物、発明展等への参加奨励 

 ④各種検定（英検、数検、漢検等）への参加奨励 

１ 園児、児童生徒の体力、運動能力の増進 

 ①学校の体育の授業、部活動の充実（IPFP事業） 

 ②園、学校の体育的行事の充実 

 ③各種大会への参加奨励、援助、支援 

 ④スポーツ少年団等地域スポーツ活動との連携による体力

の増進、技術の向上 

 ⑤体力テストの実施、結果の分析・活用 

２ 家庭や地域、関係機関との連携による園児、児童生徒の

健康増進 

 ①「早寝・早起き・朝ご飯」運動の実践 

②教委会栄養士、栄養教諭・技師との連携による園・学校給

食・食育の充実 

３ 災害等緊急時の対応や放射線健康リスク管理に関わる

危険予知・対処・回避能力の育成 

 ①交通安全習慣や災害等の緊急時に適切な行動がとれるよ

うにするための意識付けや訓練の実施 

 ②関係機関との連携による各種健康教室等の実施 

 ③学級活動、理科、保健体育等の関連教科や総合学習の機会

を通しての放射線に関する指導、教育の実施 

生涯学習課 

１ 生涯学習の推進 

①学習機会と情報の提供、相談体制の整備 

 ②世代間交流事業の充実 

 ③社会活動・社会参加の機会の提供 

 ④技術・技能をもつ指導者の積極的活用 

 ⑤生涯学習活動の普及充実 

２ 図書歴史情報館（和みいな）利活用の推進 

①図書館サービスの充実 

②歴史情報室の利活用 

③和みいなボランティアの育成と活用 

④図書歴史情報館事業の周知 

３ 文化財の調査・保存・活用事業の推進 

①史跡の調査、保存・活用 

②民俗資料の調査、収集・活用 

③埋蔵文化財の調査 

④むかし体験館の利活用の推進 

⑤天然記念物の保護 

⑥文化財周知事業 

４ 生涯スポーツの推進 

①町民を対象にした各種大会や教室等の充実 

 ②総合型地域スポーツクラブの活用と体力の向上 

 ③スポーツ少年団の有資格指導者養成と指導者の資質向上 

 ④公共スポーツ施設の整備及び学校体育施設の利用開放 

 ⑤健康や体力の増進を図るための機会の充実 

５ 文化活動の推進 

①町民主体の文化活動の充実 

 ②体験交流館（学びいな）の利活用の推進 

６ 地域を担う人材の育成 

①絆づくり事業による交流の充実 

 ②町民総ぐるみによる青少年の健全育成活動の展開 

「生きる力」の基礎を培う教育活動の実践、支援 「確かな学力」を育む授業づくりの実践、支援 

「家庭の教育力」の回復 

＜経営スローガン＞ 

志高く 辛抱強く 

猪苗代の未来を拓く 人材の育成を目指して 

「早寝・早起き・朝ご飯推進の町」宣言 

１ 園、学校・家庭・地域社会の連携、協力体制の構築、推

進 

①各単Ｐ、町連Ｐとの連携による各種事業、活動の推進 

②園、学級・学校便りなどによる広報活動の実践 

③子育て支援に関して、関係機関との連携協力による支援事

業の展開と教育・保育相談の機会の提供、実施 

④家庭での手伝い運動の推進 

教育総務課・こども課 

令和４年度 猪苗代町教育委員会重点事項 

第七次猪苗代町振興計画 

～ともに地域を育て、みんなが心地よく暮らせるまち 猪苗代～ 

１ 安全・安心を肌で感じる。 

２ 豊かな自然を活かしきる。 

３ いつまでも猪苗代に暮らす。 

４ 人をつくる。そして、まちをつくる。 

５ 協働により、みらいをひらく。 

猪苗代町教育委員会基本目標 

野口英世博士の遺訓と歴史の教訓を生かし、地域の文化、特性に学び、 

未来を拓く猪苗代の子ども、人材の育成を目指す 

猪苗代町 町民憲章 

１ 山と湖と緑と野鳥を愛する心で、公害のない住みよい町をつくりましょう 

２ 老人と子供を大切にし、親切の輪を広げ、人情味のある町をつくりましょう 

３ 郷土の歴史を尊重し、若い力でさらに美しい豊かな町をつくりましょう 

４ 明るい町政のもとで健康に働き、活力ある平和な町をつくりましょう 

５ 教養を高め、文化を育て、礼節を守る町民になりましょう 

⑤Q-U ﾃｽﾄの活用 


